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Araya氏の論文は、記憶の心理学的研究の国際トップジャーナルである Memory & Cognitionに掲載

されたものであり、語彙獲得の最も基本的なメカニズムの１つであるヘッブ反復効果が、これまで考

えられていた以上にかなり広範な影響力を持つ現象であるということを明らかにしたもので、高い

国際的評価を受けた研究である。加えて、本研究は本学の「戦略的パートナーシップ校」であるスイ

ス・チューリッヒ大学との共同研究の成果が結実したものでもあり、国際賞にふさわしいと判断す

る。 

王氏の論文は、日本の長寿番組『中学生日記』が提示した中学生像・学校像の変遷をナラトロジーの

手法を用いて考察したものである。本論文は、学校内部のあり方や青少年の心の問題に焦点を当てて

きたこれまでのメディア研究の文脈とは異なり、同番組が学校や教師の立場をストーリーの中に包

摂した「オルタナティブな言説」であると指摘した。また、マスメディアによる教育実践の可能性を

再考する契機を提供する優れた論文である。加えて、留学生が本研究を行った 

ことは、本研究科のグローバルな発信の点でも大いに評価できる。 

以上のように、いずれも受賞に値する素晴らしい論文であると判断し、二本の論文を受賞対象とし

た。二人の研究生活が世界に向けてますます発展されることを期待したい。 
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